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１．事業運営 

事業種別 事業内容 

第 1種社会福祉事業 障害者支援施設（入所）仁優園（定員 52名） 

第 2種社会福祉事業 障害福祉サービス事業（短期入所）仁優園（定員 6名） 

障害福祉サービス事業（生活介護）仁優園（定員 18名） 

障害福祉サービス事業（共同生活援助）なのはな（定員 10名） 

 

２．事業別状況（令和 7年 3月 31日現在） 

【障害者支援施設 仁優園（入所部門）】 

（１）利用状況 

年度当初 51名であった入所者数は、1年間で 6名の入所及び 5名の退所があり、年度末において

は 52名となった。 

施設入所支援の年間延べ利用者数は 17,670 人（48.4 人/日、稼働率 93.0％）であり、前年度の

17,547人（47.9人/日、稼働率 92.1％）から123人、稼働率にして0.9％上昇した。 

一方、年間延べ入院日数は 1,001 日（2.7 人/日）であり、前年度の 1,101 日（3.0 人/日）から 100

日減少した。 

とはいえ、令和 4年度の年間延べ入院日数は 734日（2.0人/日）であったことからすると、こ

こ 2か年の年間延べ入院日数は令和 4年度と比較して約 1.5倍に増加している。 

誤嚥性肺炎や尿路感染症等による入院は一定の割合で有るものの、統合失調症や気分障害等

の精神科系の疾病による入院日数が増えている。これは、ここ数年で精神科系の疾患を持たれ

る入所者の割合が増えているということである。 

精神科系の疾病では、一度の入院期間が 2～3 か月と長期になることがほとんどであり、これ

が稼働率に大きく響いている。 

生活介護の年間延べ利用者数は 13,182人（49.0人/日、稼働率稼働率94.2％）であり、前年度の  

13,135人（48.6人/日、稼働率稼働率 93.5％）から47人、稼働率にして0.7％上昇した。 

5名の退所は、全員が医療機関での療養が必要になったことによるものであった。 

 

（２）年齢別の状況 

                               （単位：人） 

 30-39 40-49 50-59 60-64 65-69 70-79 80- 計 平均年齢 最高年齢 最小年齢 

男 3 1 6 4 8 10 1 33 63歳 85歳 34歳 

女  1 5 2 4 5 2 19 67歳 86歳 49歳 

計 3 2 11 6 12 15 3 52 64歳   

％ 5.8 3.8 21.2 11.5 23.1 28.8 5.8 100    

前期高齢者（65歳以上 74 歳未満）が 24名、後期高齢者（75 歳以上）が 6名で、65 歳以上の

利用者は合計 30 名で、全入所者数に占める割合は 57％となった。 
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（３）障害程度区分別の状況 

（単位：人） 

 区分 3 区分 4 区分 5 区分 6 計 平均区分 

男  3 11 19 33 5.48 

女 1 2 5 11 19 5.37 

計 1 5 16 30 52 5.44 

％ 1.9 9.6 30.8 57.7 100  

 

（４）生活状況 

① 日課 

7:00 起床、着替え 理学療法 週 1回 

7:40 朝食、整容（洗面、歯磨き等） シーツ交換 週 1回 

9:00 ラジオ体操、病院受診、リハビリ 車いす清掃 必要に応じて随時 

11:40 

12:40 
昼食、服薬、歯磨き 

水筒漂白 必要に応じて随時 

体重測定 月 1回 

13:30 

16:00 
入浴、日中活動、リハビリ 

買い物代行 月 1回 

パン訪問販売 毎週木曜日 

17:40 

18:40 
夕食、服薬、歯磨き 

訪問理美容 理容・美容とも月 1回 

喫茶クラブ 毎週土曜日 

21:00 消灯、就寝 
外出支援 適宜 

  

 

② 入浴 

入浴回数は週 2回とし、入浴が困難な場合においてはシャワー浴や清拭を行うなど、清潔保持に

努めた。 

月曜日から金曜日までの午前中は通所のご利用者が入浴されるため、入所のご利用者の入浴は

平日の午後、土曜日、日曜日とした。 

 

③ 外出支援 

新型コロナウイルス感染症が終息したわけではないが、本年度より施設職員付き添いによる外

出や外食を通常稼働とした。 

また、個人的な外出や外泊についても自由としたが、外出・外泊中に家族と食事を摂られるな

ど新型コロナウイルスに飛沫感染する可能性があった場合においては、感染対策として施設に戻

られてから 72時間の隔離を必須とした。 

これは、施設職員の付き添いがない状態にあっては、ご利用者が外出・外泊中にどのような行

動をされていたのかが判らないためである。 

 

④ リハビリテーション 

令和 5年度末をもって作業療法士が退職したため、これまで実施していた朝の会（月曜日から金

曜日まで、8時 45分から 9時 30 分までの）については、令和 6年度においては休止とした。 

集団リハビリは実施せず、リハビリテーション実施計画書に基づく個別リハビリとして、理学

療法士 1名による歩行訓練や運動機能維持訓練等を実施した。 
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12 月より、月に 1 日ではあるが、非常勤の理学療法士を採用することができたため、当該日は

理学療法士 2名体制で、しっかりと個別リハビリに取り組むことができた。 

ご利用者の誤嚥を防止する観点から、概ね月に 1日ではあるが、言語聴覚士が嚥下状態の確認を

行い、専門的立場から生活支援員に適切な食事介助方法等についてのアドバイスを行なった。 

昼食前には生活支援員の指導による口腔体操を行ない、ご利用者の誤嚥防止に努めた。 

 

⑤ 日中活動 

日中活動専門支援員 2名が中心となり、美術、映画鑑賞、歌、太鼓演奏、ダンス、朗読会、クイ

ズ、カードゲーム、ボーリング、リラクゼーション等を実施したほか、カラオケや喫茶などを行

なった。 

 

⑥ 行事・外出等 

新型コロナウイルス感染症対策のため、笑顔満祭は中止とした。 

実施年月 内容 

令和 6年 5月 バーベキュー 

令和 6年 5月 外食（くら寿司） 

令和 6年 6月 外出（カップヌードルミュージアム） 

令和 6年 8月 カラオケグランプリ予選大会 

令和 6年 8月 夏祭り 

令和 6年 10 月 外食（柿の葉寿司ヤマト） 

令和 6年 10 月 外出（奈良国立博物館） 

令和 6年 11 月 外出（イオンモール橿原） 

令和 6年 11 月 一泊旅行（神戸方面） 

令和 6年 11 月 体育祭 

令和 6年 12 月 外出（あべのハルカス美術館） 

令和 6年 12 月 カラオケグランプリ決勝大会 

令和 7年 1月 新春茶話会 

令和 7年 2月 節分の豆まき 

令和 7年 3月 お花見 

 

（５）健康管理 

 嘱託医（内科）による診察（毎週木曜日）及び年 2回の健康診断 

 泌尿器科医による往診（毎週金曜日） 

 歯科医による往診並びに歯科衛生士による口腔ケア（随時） 

 協力医療機関（南奈良総合医療センター）への定期及び適宜受診 

 秋津鴻池病院への定期及び適宜受診 

 インフルエンザワクチンの接種（希望者のみ） 

 新型コロナウイルスワクチンの接種（希望者のみ） 

 

 通院頻度は年々増加しており、令和 6年度においては 281回の通院支援を行なった。これは、

土日を除くと【ほぼ毎日】という頻度である。 

 特にコロナ禍以降、当園においてもクラスターが発生したこともあり、ご利用者に発熱症状
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が観られた場合は迅速に医療機関を受診せざるを得ない。 

 しかし、通院支援においては医療機関での滞在時間が長引くことが少なくなく、かなり職員

の手が取られるというのが実情である。 

 このことは全国の障害者支援施設が抱える問題であり、かねてより「通院に係る支援を評価

してほしい」と全国身体障害者施設協議会を通じて厚生労働省に働きかけていたが、令和 6年度

の報酬改定において【通院支援加算】が創設され、通院 1回につき 160円（月 2回を限度）が加

算として報酬に繋がる仕組みとなったのは、大変ありがたいことである。 

 新型コロナウイルス感染症対策については、これまで同様、出勤時及び昼休憩時の体温測定、

常時のマスク着用、介助時の手指消毒を継続して実施した。 

 また、職員が濃厚接触者となった場合の待機期間は原則 5日（復職時に要抗原検査）、職員が

新型コロナウイルスに感染した場合の療養期間は原則 10 日として、コロナ禍中の基本的な待機

期間を適用してのリスク回避を継続した。 

 面会者についても、入館時の体温測定、マスク着用、手指消毒のお願いを継続しているが、3

階ホールでの面会だけではなく、居室内への立ち入りや、外出・外泊（一定の条件あり）も可

能として制限を和らげた。 

 栄養面については、管理栄養士が栄養ケア・マネジメント（アセスメント、栄養ケア計画、

スクリーニング）に基づく栄養指導等をご利用者に直接行なったり、必要に応じて栄養補助食

品等を活用することで、ご利用者が良い栄養状態を保ち健康でいられるように努めた。 

 

（６）食事の提供 

給食業務については一冨士フードサービス（以下「一冨士」という。）に全面委託しており、

一冨士との契約締結から令和 6年度末をもって丸 3年が経過した。 

食事内容については、昨今の長引く食材費の高騰により「大いに満足できるとは言い難い」と

いうのが正直なところであるが、ご利用者からの大きな不満は出ていない。また、限られた予算

の中で、かなり工夫をしていただいていると感じている。 

しかし、厨房スタッフの業務の進め方について、効率を重視するあまりに「美味しく食べてい

ただく」という視点が疎かになっていたことは否めず、その点については一冨士に改善を求める

など、より美味しく食事を召し上がっていただけるよう協議を重ねた。 

献立や栄養面については、管理栄養士が栄養ケア・マネジメント（アセスメント、栄養ケア計

画、スクリーニング）に基づき、ご利用者の適切な栄養管理ができるように努めた。 

ご利用者に提供する食事の形態については、言語聴覚士がご利用者の嚥下状態を確認したうえ

で、安心安全に召し上がっていただけるよう、ご利用者それぞれの嚥下状態に適した食事形態を

選定した。 

その他、対象となるご利用者には、医師の指示書に基づき糖尿病食等の療養食を提供した。 

 

（７）防災 

入所部門・通所部門・グループホームの合同訓練とし、年 2 回の総合訓練（避難訓練、通報訓

練、消火訓練）を実施し、内 1回は夜間を想定した訓練とした。 
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（８）会議 

会議名 内 容 参加者 

経営会議 

（1 回/月） 

・毎月の実績（稼働率）の共有 

・部門を跨ぐ連絡事項等の共有 

・行事の確認 

・審議事項の検討 

・外部研修のフィードバック 等 

・理事長、専務理事 

・総務課長、看護師 

理学療法士、管理栄養士 

・サービス管理責任者 

全体会議 

（1 回/月） 

・入所部門の生活支援員間での情

報共有 

・支援内容の検討 

・介護技術等の研修 等 

・サービス管理責任者 

・入所部門の生活支援員 

 

食事会議 

（1 回/月） 

 

・食事内容に対してご利用者から

いただいた意見の共有 

・支援者としての要望事項の共有 

・委託業者からの要望事項の共有 

・行事の共有 

・管理栄養士 

・生活支援員（食事委員） 

・サービス管理責任者 

・委託業者の管理担当者、調理師 

ケア会議 

（随時） 

・個別支援計画の作成、見直し等 

 

・サービス管理責任者 

・生活支援員 

・看護師、管理栄養士、 

理学療法士 

 

（９）苦情の内容及び結果の公表 

   なし 

 

（10）ノーリフティングケアの推進 

   かねてよりノーリフティングケア推進担当者（理学療法士）を配置し、職員の腰痛防止及び腰

痛に起因する離職の防止を目的に、ノーリフティングケアの推進に継続して取り組んでいる。 

   「抱えない介護」を徹底するために介護リフトの使用を原則としており、これまでの啓蒙活動

が功を奏して、概ね介護リフトの使用が標準になったと言える。 

   しかし、使用している介護リフトそのものが 20 年以上経過しており、不具合の発生も少なくな

く、不具合が出るたびに修繕する、の繰り返しであった。 

   職員が今後も安心して介護リフトを使用できるよう、公益財団法人 JKA による【2024 年度競輪

補助事業（福祉機器の整備）】を活用し、介護用リフトの更新を行なった。 

 

（11）その他 

① 設備・機器等の更新 

 公益財団法人 JKA による【2024 年度競輪補助事業（福祉機器の整備）】の採択を受け、介

護用リフトの更新を行なった。 
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機器名 LIKO社製介護用リフト LR200×16台、LR242ES×1台 

補助対象経費総額 10,440,000円 

補助金 7,500,000円 

自己負担金 2,940,000円 

 

 介護記録・請求用ソフト（ND ソフトウェア社製【ほのぼの more】）及び人事給与・財務会

計用ソフト（NDソフトウェア社製【基幹業務システム】）のライセンス更新（5年）を行な

った。 

  合わせて、データ保管用サーバーの更新を行なった。 

 

② ミャンマー人技能実習生の採用 

 介護人材不足の解消を目的に、昨年度に引き続き、令和 6年度においてもミャンマー人技能

実習生 2名（いずれも女性）を採用した。 
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【短期入所事業 仁優園】 

（１）利用状況 

年間延べ利用者数は 154 人（0.4 人/日、稼働率 7.0％）であり、前年度の 132 人（0.3 人/日、

稼働率 6.0％）から 22人、稼働率にして 1.0％増加した。 

一時的に入所待機の利用があったものの、依然として稼働率は低調である。 

 

（２）障害程度区分別の利用状況（延べ人数） 

（単位：人） 

区分 
利用月 

計 ％ 
4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 

3        5 31    36  

4        2    5 7  

5      30 31      61  

6   11 11 3 8 7 5   5  50  

計   11 11 3 38 38 12 31  5 5 154 100.0 

 

（３）苦情の内容及び結果の公表 

   なし 
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【生活介護事業 仁優園（通所部門）】 

（１）利用状況 

年間営業日数は 257日、年間延べ利用者数は 3,428人（13.3人/日、稼働率 74.1％）であり、前

年度の 3,412人（13.2人/日、稼働率 73.7％）から 16人、稼働率にして 0.4％増加した。 

 

（２）年齢別の状況 

（単位：人） 

 20-29 30-39 40-49 50-59 60-64 65-69 計 平均年齢 最高年齢 最小年齢 

男 1 1 7 4  1 14 46歳 68歳 21歳 

女  1  3 1  5 53歳 61歳 37歳 

計 1 2 7 7 1 1 19 48歳   

％ 5.3 10.5 36.8 36.8 5.3 5.3 100.0    

 

（３）障害程度区分別の利用状況（延べ人数） 

（単位：人） 

区分 
利用月 

計 ％ 
4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 

2 22 23 20 23 22 21 23 21 21 20 20 21 257 7.5 

3 22 23 20 15 22 21 23 21 21 20 14 13 235 6.9 

4 88 73 60 69 78 96 109 98 105 100 100 105 1,081 31.5 

5 67 71 58 61 60 40 41 36 38 39 35 40 586 17.1 

6 113 115 98 116 107 102 113 99 102 99 99 106 1,269 37.0 

計 312 305 256 284 289 280 309 275 287 278 268 285 3,428 100.0 

 

（４）障害程度区分別の利用状況（実人数） 

（単位：人） 

 区分 2 区分 3 区分 4 区分 5 区分 6 計 平均区分 

男  1 4 2 7 14 5.07 

女 1  1 1 2 5 4.60 

計 1 1 5 3 9 19 4.94 

％ 5.3 5.3 26.4 15.7 47.3 100.0  

 

（５）事業内容 

① 実施日     毎週月曜日から金曜日まで（祝日も営業） 

② 営業時間  9時 30分から 15時 30分まで 

③ デイリープログラム 

9:30  利用者到着、水分補給、朝の会（体操、発声、合唱等） 

10:30  入浴 

12:00  昼食 

13:30  レクリエーション、創作活動等、軽作業活動 

15:15  水分補給 

15:30  利用者送迎開始 
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グループホームご利用者の障害支援区分は比較的軽い一方、在宅ご利用者の障害程度区分

は重いという状況にあり、同じプログラムでの日中活動を行なうことは難しい、というのが

実情である。 

そこで、障害程度区分が軽いグループホームご利用者を中心に、昨年度より軽作業活動を

継続しており、ご利用者が意欲的に取り組まれる様子が伺えた。 

 

 ④ 昼食  本体入所施設と共通メニュー 

 ⑤ 送迎  車イス対応車 6台 

 

（６）食事の提供 

ご利用者に提供する食事の形態については、言語聴覚士がご利用者の嚥下状態を確認したうえ

で、安心安全に召し上がっていただけるよう、ご利用者それぞれの嚥下状態に適した食事形態を

選定した。 

 

（７）行事・外出等 

 新型コロナウイルス感染症対策のため、笑顔満祭は中止とした。 

 通所部門主催の外出支援は行なわなかった。 

実施年月 内容 

令和 6年 5月 バーベキュー 

令和 6年 5月 ビンゴゲーム大会 

令和 6年 11 月 運動会 

令和 6年 12 月 スイーツ作り 

令和 6年 12 月 カラオケグランプリ決勝大会 

令和 7年 2月 節分の豆まき 

 

（８）防災 

入所部門・通所部門・グループホームの合同訓練とし、年 2 回の総合訓練（避難訓練、通報訓

練、消火訓練）を実施し、内 1回は夜間を想定した訓練とした。 
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（９）会議 

会議名 内 容 参加者 

経営会議 

（1 回/月） 

・毎月の実績（稼働率）の共有 

・部門を跨ぐ連絡事項等の共有 

・行事の確認 

・審議事項の検討 

・外部研修のフィードバック 等 

・理事長、専務理事 

・総務課長、看護師 

理学療法士、管理栄養士 

・サービス管理責任者 

全体会議 

（1 回/月） 

・通所部門の生活支援員間での情

報共有 

・支援内容の検討 

・介護技術等の研修 等 

・サービス管理責任者 

・通所部門の生活支援員 

 

食事会議 

（1 回/月） 

 

・食事内容に対してご利用者から

いただいた意見の共有 

・支援者としての要望事項の共有 

・委託業者からの要望事項の共有 

・行事の共有 

・管理栄養士 

・生活支援員（食事委員） 

・サービス管理責任者 

・委託業者の管理担当者、調理師 

ケア会議 

（随時） 

・個別支援計画の作成、見直し等 

 

・サービス管理責任者 

・生活支援員 

・看護師、管理栄養士、 

理学療法士 

 



１１ 

【共同生活援助事業所 なのはな】 

（１）利用状況 

年度当初 10 名だった入所者数は、1年間で 2名の入所及び 2名の退所があり、年度末においては

10名となった。 

年間延べ利用者数は 3,532 人（9.6 人/日、稼働率 99.5％）であり、前年度の 3,329 人（9.1 人/

日、稼働率 91.2％）から 303人、稼働率にして 9.3％増加した。 

   一方、年間延べ入院日数は 9日（0.02人/日）であり、前年度の 159日（0.4人/日）から大幅に

減少した。 

 

（２）年齢別の状況 

（単位：人） 

 20-29 30-39 40-49 50-59 60-64 65- 計 平均年齢 最高年齢 最小年齢 

男 1  1 3  1 6 51歳 68歳 21歳 

女    3 1  4 58歳 61歳 55歳 

計 1  1 6 1 1 10 54歳   

％ 10.0 0.0 10.0 60.0 10.0 10.0 100.0    

 

（３）障害程度区分別の利用状況 

                                    （単位：人） 

 区分 2 区分 3 区分 4 区分 5 区分 6 計 平均区分 

男  1 4  1 6 4.16 

女 1  1 1 1 4 4.25 

計 1 1 5 1 2 10 4.20 

％ 10.0 10.0 50.0 10.0 20.0 100.0  

 

（４）食事の提供 

  日々の食事については本体施設の厨房調理とし、グループホーム内での調理は行わないことと

した。 

  毎月 2 回【手作り昼食】の日を設け、ご利用者の希望に基づいた昼食を作り、ご好評をいただ

いた。 

  グループホームには管理栄養士の配置はないが、衛生管理の観点から本体施設に配置される管

理栄養士が衛生指導等を行なった。 

 

（５）行事・外出等 

新型コロナウイルス感染症対策のため、笑顔満祭は中止とした。 

実施年月 内容 

令和 7年 1月 新春茶話会 

令和 7年 2月 節分の豆まき 

令和 7年 3月 お花見 
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（６）防災 

入所部門・通所部門・グループホームの合同訓練とし、年 2 回の総合訓練（避難訓練、通報訓

練、消火訓練）を実施し、内 1回は夜間を想定した訓練とした。 

 

（７）会議 

会議名 内 容 参加者 

経営会議 

（1 回/月） 

・毎月の実績（稼働率）の共有 

・部門を跨ぐ連絡事項等の共有 

・行事の確認 

・審議事項の検討 

・外部研修のフィードバック 等 

・理事長、専務理事 

・総務課長、看護師 

理学療法士、管理栄養士 

・サービス管理責任者 

全体会議 

（1 回/月） 

・グループホームの生活支援員、

世話人、通所部門の生活支援

員、間での情報共有 

・支援内容の検討 

・介護技術等の研修 等 

・サービス管理責任者 

・グループホームの生活支援員 

・世話人 

・通所部門の生活支援員 

 

食事会議 

（1 回/月） 

 

・食事内容に対してご利用者から

いただいた意見の共有 

・支援者としての要望事項の共有 

・委託業者からの要望事項の共有 

・行事の共有 

・管理栄養士 

・生活支援員（食事委員） 

・サービス管理責任者 

・委託業者の管理担当者、調理師 

ケア会議 

（随時） 

・個別支援計画の作成、見直し等 

 

・サービス管理責任者 

・生活支援員 

・看護師、管理栄養士、 

理学療法士 

 

（８）苦情の内容及び結果の公表 

なし 

 


